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I.  事業活動 

1. 奨学金支給事業 

 

区 分 

令和 4年度計画 

奨学生 うち新奨学生 
１人当たり 

月額支給額 
年間総支給額 

大学生 41名 （11名） 5万円 24,600千円 

大学院生 9名 （8名） 7万円 7,560千円 

計 50名 （18名）  32,160千円 

（注）大学院生の新奨学生は、大学から引き続き給付継続すると見込まれる学生です。 

       

＜ 新奨学生の採用 ＞ 

例年奨学生の総人員枠は 50 名を目途としており、令和 3 年度は、新奨学生の採用を 10 名

としたことにより、年間奨学金支給総額は、院生の減少に伴い前年度比減少となり、概ね予

算額と同等となる見込みです。 

新年度は、前年度から続きコロナ禍の中にありますが、米国では、消費者物価の上昇もあり、

金融緩和の縮小を進めるとともに金利引き上げに転じるものと予想され、こうした動きを

反映し、株式市場の調整が続く一方で、債券市場の混乱も見られ、運用環境は一段と厳しい

状況が続くものと予想されます。また運用収入は、基本財産の配当金について、今年度実績

と同額を見込み、一方特定資産の運用については、運用環境が厳しいことから、前年度比減

少を見込んでおります。在籍奨学生は、令和 4年度以降再び大学院生の増加が見込まれます

が、新規採用は前年度比 1名増の 11名とする計画で、新年度の奨学金総額は増加を見込ん

でおります。なお推薦を要請する大学については、例年と同様に見直しを行い、各大学より

推薦を受け、令和 4年 6月開催予定の「奨学生選考委員会」で選考の上、奨学生として採用

を決定します。 

＜ 参 考 ＞ 

令和 3年度実績及び令和 5年度以降 3年間の奨学生総数及び年間奨学金の見込み 

 令和 3年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 

大学生 

 

45名 

（新採用 10名） 

36名 

（新採用 10名） 

39名 

（新採用 11名） 

44名 

（新採用 12名） 

大学院生 3名 15名 12名 7名 

奨学生総数 48名 51名 51名 51名 

年間支給額 28,360千円 34,200千円 33,480千円 32,280千円 

（注）令和 3年度の奨学生総数は、奨学金給付を休止している学生を除いております。    
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2. 交流事業 

（１） 新奨学生歓迎会（令和 4年 7月予定） 

毎年 7 月に新奨学生を迎え、歓迎会を在籍奨学生も参加し、交流事業として実施します。

この事業を行うことにより、地方出身の奨学生も含め、奨学生同志が互いに知己になり、

啓発し合い学生生活が豊かなものとなるよう行うものです。また歓迎会は幹事奨学生と協

力して、感染状況も考慮し実施したいと考えています。 

 

（２） 第 47号会誌の発行（令和 4年 10月予定） 

 当財団の会誌は主に在籍奨学生、卒業奨学生の寄稿を中心に作成しており、加えて当財

団関係者にも寄稿頂き、奨学生の人間的な成長を願いまた奨学生同志または関係者との世

代間の親睦と知的交流を深めることを目的として発行しております。なお会誌は、当財団

に対する理解を深めて頂くため、奨学生及びその保護者、卒業生、役員等に加え、在籍大

学並びに関係する団体・法人等に配布します。 

 

（３） 奨学生の集い（令和 4年 12月予定） 

「奨学生の集い」は、当財団の最も重要な交流事業として毎年 12月に開催しております。

新年度におきましても、在籍奨学生を中心として、卒業奨学生や他の育英機関の留学生な

どに加え、当財団の役員、評議員、選考委員や来賓も参加し、奨学生の視野を広げるため

に幅広い交流事業を行います。なおこの会の企画運営は大学３年生の奨学生が担当し、オ

フィシャルな会の運営を学びまたチームとしての共同作業を通して、将来に繋がる関係

を醸成すべく行うものです。 

なお感染状況により、開催の人数等の規模も柔軟に対応し開催したいと考えております。 

 

（４） 卒業奨学生歓送会（令和 5年 3月予定） 

毎年 3月に卒業する奨学生が就職等、社会人として決意も新たに出発をするにあたり、卒

業奨学生を含む在籍奨学生全員が参加し、その前途を祝するとともに卒業後の在籍奨学

生との交流を願い、実りのある送別会として事業を行うものです。 

 

3. 奨学金の給付、奨学生に対する指導、助言 

（1）奨学金の給付 

奨学金給付は、毎月、地方を含む全奨学生に対し振込で給付します。 

 

（2）奨学生に対する指導、助言 

奨学生より、毎月、メールでの近況報告を受けるとともに、コロナ禍の中で、ウエブでの

面談を活用し、奨学生の学業及び生活の状況や就職を含む将来展望、体調等の近況を聞き、

コミュニケーションを図り、必要に応じ指導・助言を致します。 
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II. 管理活動 

1. 役員会等に関する事項 

(1）理事会 

開催予定年月日 審議内容 

令和 4年 5月 31日

（火） 

決議事項：1.令和 3年度事業報告及び決算書承認の件 

   2.令和 4年度定時評議員会召集の件 

   3.令和 4年度定時評議員会の附議事項の件 

令和 4年 6月 16日

（木） 

決議事項：令和 4年度採用奨学生の選考結果の承認の件 

令和 5年 3月 17日

（金） 

決議事項：1.令和 5年度事業計画書及び収支予算書等承認の件 

     2.新奨学生採用に伴う推薦依頼大学承認の件 

     3.基本財産株式に係る議決権行使の件 

 

（2）評議員会 

開催年月日 審議内容 

令和 4 年 6 月 16 日

（木） 

報告事項：令和 3年度事業報告 

決議事項：令和 3年度決算書承認の件 

 

 

（3）奨学生選考委員会 

開催年月日 審議内容 

令和 4 年 6 月 16 日

（木） 

決議事項：令和 4年度採用奨学生選考の件 

 

2. 内部体制整備 

諸規程の整備      

                                 以上 


